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EstablishingaCultivationn℃chnolo野hrGreenSoybeans
UsingEanlyDirectSowing

KatsuyukiKatayama*,'IhtsuoHosono*andHisashiHosokawa"

Summary

InNiigata,greensoybeans(GIyc"2e"2"x)canbeharvestedbeforeearly-Augustonlywhentheyare
transplanted・Weareaimingtoestablishalesslaboriousandstableproductiontechnologythatenablesrice
pl･oducerstodirectlysowsoybeansearlierthanusualbrcontinuousharvestshommidJulytoeadyAugust.We
triedseveralmulchingmaterialsdul･mgthe2008to2009growingseasonsincluding:transparentpolyethylene
filmmulch(rPM),blackcolorpolyethylenelilmmulchGPM)andplantblankets(PB).Thecultivarsweused
were:TakihimeandOtsunahme(early-seasonvarieties),YUagarimusume(amid-earlyseasonvariety)and
NiigataChamame(amid-seasonvariety).Theresultsaresummarizedasfbllows:
1.Signincantincreasesinseedlingemergencerateofgreensoybeanswereobservedinthedirecllysownplots
usingTPMandBPMcomparedwithPBandplotswithoutmulch.'IYnlisincreaseresultediommamtainingthe
soilwatercontentinthesurfacelayersoftherowsratherthaniromanincreaseinsoiltemperamre.

2.Signincantmcreasesintotaldryweightatharvest,totalpodyieldandhighqualitypodyieldofgreensoybean
wereobservedinthedirectlysownplotsusingTPMandBPMcomparedwiththetransplantedplotsusing
BPM,directbrsownplotsusmgPBandplotswithoutmulch.

3.AlthoughthegrowthofgreensoybeanintheplotusingTPMwashigherthanthatintheplotusingBPM
duetoanincreaseinsoiltemperature,therewasnosignmcantdifferenceinpodyieldbetweentheseplots.
Weconcludedthatthegreensoybeancultivationsystemusingearly壱directsowingwithBPMwasillemost
suitableschemebecauseBPMcanpreventrankgrowth,lodgingandweeds.

4.Weestablishedagreenso"eancultivationsyslembyintroducingearlyedirectsowingusmgBPMandselect
cultivarsihatcouldbeharvestedfrommidJulytoeallyAugust.

*NationalAgriculmraIReSearChCentel;Japan



片山勝之ら：エダマメの早期直播栽培技術の確立 1１

培で対応していた低温期の作型が直播栽培で代替で
きることを示唆している．
塩谷・片山は，耕うん同時畝立てマルチ展張播種

作業機を使用した現地実証試験と従来の移植栽培の
作業調査から春作業時期における作業時間を比較し
て，現地実証試験では１０a当たり約３時間と移植栽
培の１/6程度まで削減できることを示した(16).こ
の作業時間の大幅な削減は，移植栽培用の育苗管理
が不要になることと耕うん．マルチ展帳．播種作業
が一工程で行えるためである一般的に移植栽培の
定植は降雨前に行われるが，晴天が続く場合は定植
が遅れることになる．その場合に備えて江口・羽田
野は．苗の生育を抑制するための低温貯蔵方法を開
発した(')が，直播栽培においては，そのような装置
を必要としない．このように，直播栽培は作業時間
の削減による省力化のみならず，広い育苗施設や低
温貯蔵庫も必要としないことも大きなメリットであ
る
上越地域の水稲・ダイズ水田複合経営農家がエダ

マメを導入して７月中旬から８月下旬まで直播栽培
で継続的な出荷を行うことを想定し，本試験結果を
元にした出荷体系例を示す（図1)．図１に従って，
継続出荷を前提に，７月中～下旬収穫のためには滝
姫，湯あがり娘を４月第５半旬播種，おつな姫を５
月第２半旬に播種し，いずれも黒色ポリマルチ直播
栽培で行う．８月上旬収枇では湯あがり娘と新潟茶
豆を５月第１半旬に播種し黒色ポリマルチ直播栽培
を行う．一方．８月中旬以降の収穫では無マルチ直
播栽培で可能である．８月中旬以降の収穫では新潟
茶豆を５月第４半旬．６月第１半旬に播種し，８月
下旬収秘のためには，庄内茶豆５号を５月第３半旬，
第５半旬に播種し無マルチ直播栽培を行う．ここで
無マルチ直播栽培は表３より8009/㎡以上の茨収
量が得られる播種時期を選んで組み合わせている．
図１は，あくまで上越地方向けの作型の組み合わせ
であるが．他の地域でも同じような手法で連続的な
出荷を可能にする作型組み合わせの開発ができる．
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作型 品種
滝姫
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マルチ直播 一

中早生 湯あがり娘
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新潟茶豆中生 □４■■■

無マルチ
直播

□○

串。ー

庄内茶豆5号中晩生

○:播種，□:収穫
図１黒色ポリマルチ直播栽培技術(５月第２半旬迄)を導入した直播栽培の継続的な出荷体系

Ｖ 摘 要

～2008年に滝姫(早生種)，湯あがり娘(中早生種)，
新潟茶豆（中生種)，庄内茶豆５号（中晩生種）を用
いて．慣行の播種期よりも早い時期から直播による
作期試験を行い．継続的な収穫のための播種期を検
討した2008年と2009年には早期直播栽培の省力
的安定生産技術の確立のために，透明ポリマルチ，
黒色ポリマルチおよびべたがけ資材による被覆を比
較したそして選定した黒色ポリマルチを使って早
期直播栽培の省力的安定生産技術について実証試験

水稲生産農家がエダマメを導入して収益性を向
上させるためには．直播栽培によって７月中旬～８
月下旬までの継続的な出荷体系の構築が必要であ
るしかし．新潟県における現行の作型は．播種が
５月中旬以降で，収稚が８月中旬以降であるそこ
で，７月中旬～８月上旬までの出荷が可能な早期直
播栽培による省力的安定生産技術の確立と直播栽培
のみによる８月下旬までの継続的な収穫が可能な作
型の提示を目的として以下の試験を実施した．２００６
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を行った．
1中晩生よりも早い滝姫，湯あがり娘および新潟
茶豆を用いることで，直播栽培で７月中旬から
８月上旬までの収穫が可能であった

2．滝姫と湯あがり娘の早期直播栽培において，透
明ポリマルチ直播および黒色ポリマルチ直播栽
培の出芽率はべたがけ直播栽培や無マルチ直播
栽培よりも高かったこれはポリマルチ被覆に
よる地温上昇効果以上に表層土壌の保水効果に
よる影響が大きいと考えられた

3．透明ポリマルチ直播および黒色ポリマルチ直播
栽培の生育量，茨収量と商品収量は，べたがけ
直播栽培や無マルチ直播栽培および黒色ポリマ
ルチ移植栽培よりも高い値を示した．

4．茨収量や商品収量にポリマルチの種類による大
きな差が認められなかったことから，地温上昇
効果による生育促進という点で透明ポリマルチ
被覆が優れていたが，過繁茂倒伏，雑草繁茂
等を招くため．黒色ポリマルチ被覆が最も適し

ていると判断された
5．耕うん同時畝立てマルチ展張播種作業機を用い
て早期直播栽培技術の有効性について場内試験
と現地実証試験で評価を行い．黒色ポリマルチ
直播栽培が無マルチ直播栽培を大きく上回る生
育と収量を示すことが実証された

6．滝姫．湯あがり娘，新潟茶豆の黒色ポリマルチ
被覆による早期直播栽培技術と無マルチ直播栽
培による新潟茶豆と庄内茶豆５号の直播栽培の
みで７月中旬～８月下旬まで継続的な出荷が可
能で省力的な栽培体系を提示した．
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